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日程は近くなりましたら町ホームページ内の
議会ページでお知らせします。

　農家なら誰しも“おいしい米”を作ることに生き

がいを感じ、それを自らのエネルギーにし、秋の稲

刈りを迎える。しかしながらここ数年の米価下落、

肥料や農薬の高騰など、生産意欲を失ってしまうよ

うな出来事ばかりである。また酒米の里として認知

されている当町であるが、生産者の高齢化や減反政

策のあおりを受け、米の生産者数は下降の一途を辿

っている。生産調整により年々主食用米の作付面積

は減少せざるを得ない状況となり、酒米の里として

の生命線ともいえる生産数量の確保も厳しい状況だ。

　昨今の稲作を取り巻く環境は、肥料価格高騰の煽

りを受け厳しい状況である。令和４年産米の秋の仮

渡金は昨年より増額されたものの、当研究会におい

ては酒米生産者の減少や生産者の高齢化等により酒

米の生産量も減少傾向である。そんな中ではあるが、

契約栽培を中心とした売れる米作りの中心となれる

よう我々酒米研究会会員は今後も良質な酒米づくり

に邁進していきたい。

　農業は景観の維持はもとより地域産業の中枢を担

っている分野だ。我々が育ってきた金山の基幹産業

ともいえる農業の在り方について、今後より一層の

見直し、さらには大きな改革を行い金山の農業がな

くならないよう、そして生産者の作付け意欲を維持

していけるような支援を町と協議しながら、今後の

金山の農業の在り方を考えていく必要があるのでは

ないか。

町民の皆様の傍聴をお待ちしています
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　議
会
会
議
規
則
と
は
、
議
会
の
議

事
の
手
続
き
、
内
部
規
律
、
議
員
の

懲
罰
に
必
要
な
事
項
等
を
定
め
た
規

則
で
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
で
標

準
的
な
規
則
を
定
め
、
法
律
等
の
改

正
に
よ
り
規
則
を
改
正
す
る
必
要
が

生
じ
た
場
合
、
議
員
発
議
で
改
正
す

る
こ
と
に
な
る
。

　規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
主
な
事

項
に
つ
い
て
、
数
回
に
分
け
て
紹
介

す
る
。

①
欠
席
の
届
け
出

　議
員
は
、
事
故

　の
た
め
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、

　そ
の
理
由
を
付
け
、
当
日
の
開
議

　時
刻
ま
で
議
長
に
届
け
出
し
な
け

　れ
ば
な
ら
な
い
。

②
会
議
時
間

　会
議
（
本
会
議
）
時

　間
は
、
午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時

　ま
で
と
す
る
。
議
長
は
必
要
の
あ

　る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
会
議

　時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
一
時
不
再
議

　議
会
で
議
決
さ
れ

　た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
一
会
期

　中
に
、
再
び
提
出
す
る
こ
と
が
で

　き
な
い
。

④
発
言

　発
言
は
、
す
べ
て
議
長
の

　許
可
を
得
た
後
、
起
立
し
て
し
な

　け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
発
言
内
容
の
制
限

　発
言
は
、
す

　べ
て
簡
明
に
す
る
も
の
と
し
、
議

　題
外
に
わ
た
り
又
そ
の
範
囲
を
超

　え
て
は
な
ら
な
い
。

⑥
質
疑
の
回
数
制
限
（
一
般
質
問
除

　く
）
質
疑
は
、
同
一
議
員
に
つ
き
、

　同
一
の
議
題
に
つ
い
て
３
回
を
超

　え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

新

　
学
問
、
学
歴
が
優
先
し
な
い
時

代
は
、
生
活
の
中
か
ら
人
々
が
知

恵
を
絞
り
、
そ
れ
を
活
か
し
て
調

和
を
保
ち
、支
え
合
っ
て
き
ま
し
た
。
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貧
し
い
け
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る
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我

が
家
」「
狭
い
け
れ
ど
も
楽
し
い
我

が
家
」
と
い
う
、
物
資
が
恵
ま
れ

な
い
環
境
の
中
に
も
、
夢
と
希
望

の
あ
る
「
心
」
豊
か
な
時
代
で
し

た
。

　
現
代
は
、
学
問
、
学
歴
優
先
の

「
知
識
と
情
報
」
が
蔓
延
す
る
時

代
、
物
資
豊
か
な
時
代
と
な
り
ま

し
た
。

　「
貧
し
い
け
れ
ど
も
明
る
い
我

が
家
」「
狭
い
け
れ
ど
も
楽
し
い
我

が
家
」
と
い
う
環
境
の
中
に
、
夢

と
希
望
が
芽
生
え
て
く
る
心
豊
か

な
時
代
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
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12月議会定例会は12月6日（火）～9日（金）の予定です
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酒蔵、酒米生産者交流会

今 田  政 男 さん

金山町における
農業の在り方について

町民の声

（上台　５７歳）

酒米研究会会長


